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委員会活動報告

●
三
重
県
玉
城
町

　

空
家
対
策
事
業（
郵
便
局
員

　

に
よ
る
空
き
家
調
査
業
務
）

　

空
き
家
対
策
が
課
題
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、町
が
郵
便
局
に

空
き
家
調
査
を
委
託
し
、町
が

示
し
た
調
査
項
目
を
も
と
に
郵

便
局
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

用
い
て
、現
状
を
確
認
し
、シ
ス

テ
ム
入
力
、外
観
撮
影
に
よ
り
、

同
町
に
報
告
す
る
と
い
う
事
業

で
し
た
。

　

全
国
初
の
事
業
で
あ
っ
た
た

め
、多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
ア

ナ
ウ
ン
ス
効
果
は
絶
大
で
あ

り
、空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
や

空
き
家
相
談
が
増
加
し
、郵
便

局
員
の
信
頼
度
に
よ
る
ス
ム
ー

ズ
な
調
査
が
実
施
で
き
た
こ
と

な
ど
、空
き
家
対
策
解
決
に
向

け
て
成
果
が
実
感
で
き
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

●
京
都
府
京
都
市

　

中
小
企
業
脱
炭
素
経
営
支
援

　

事
業

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や

再
エ
ネ
電
力
の
主
電
源
化
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

が
激
変
し
て
お
り
、脱
炭
素
化

の
動
き
も
加
速
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、中
小
企
業
者
な
ど
に
対

し
て
、脱
炭
素
化
を
ビ
ジ
ネ
ス

に
結
び
付
け
る
た
め
の
経
営
支

援
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

狭
山
市
も
今
年
度
か
ら
類
似

し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、お
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
活
発
な
質
疑
応
答
に

な
り
ま
し
た
。ま
だ
、事
業
が
開

始
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、今
後
も
両
市
で
情
報
共
有

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

●
静
岡
県
静
岡
市

　

脱
炭
素
先
行
地
域
に
お
け
る

　

脱
炭
素
の
取
組

　

環
境
省
は
、２
０
３
０
年
度

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組

み
を
進
め
る
地
域
を「
脱
炭
素

先
行
地
域
」と
し
て
選
定
し
、優

先
的
に
予
算
を
配
分
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。静
岡

市
は
、第
１
回
の
先
行
地
域
に

選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
事
業
内
容
を
確
認
し
て
き

ま
し
た
。

　

静
岡
市
は
、民
間
企
業
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、市
内
の
３

エ
リ
ア
を
脱
炭
素
先
行
地
域
と

し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。各
エ
リ
ア
で
は
、民

間
企
業
が
主
体
と
な
り
、太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
加
え
、大
型

蓄
電
池
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入

し
、地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

の
構
築
を
図
り
な
が
ら
電
力
消

費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ

ロ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
と
い
う
事
業
で
し
た
。

　

壮
大
な
事
業
で
あ
り
、狭
山

市
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

今
後
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
推
進
す
る
た
め
の
参
考
と

な
る
取
り
組
み
で
し
た
。

▼
委
員
会
行
政
視
察
の
詳
し
い
内
容
は
狭
山
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

実施日　11月１日（水）～２日（木）
視察先
　三重県玉城町 ▶  空家対策事業（郵便局員に

よる空き家調査業務）
　京都府京都市 ▶ 中小企業脱炭素経営支援事業
　静岡県静岡市 ▶  脱炭素先行地域における脱

炭素の取組

参加者　福田　正　　　酒井　英男
　　　　衣川千代子　　加賀谷　勉
　　　　土方　隆司　　町田　昌弘

　建設環境委員会では、三重県玉城町、京都府京都市、静岡県静岡市を視察しました。ここで、その
一部を報告します。

空家対策と脱炭素社会の実現に向けて
建設環境委員会

玉城町にて説明を受けるようす

静岡市にて説明を受けるようす
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そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般　質　問

　志木市のように、これまで以上の賑わいの創
出と、多様な利用者ニーズに対応することを目
的として、将来的に、入間川にこにこテラスの
リニューアルを考えてみてはどうか。
環境経済部長 ①夏場には多くの利用者が訪れ、
人気のある施設であると伺っている。
②現在のところ、新たな遊具の設置や既存遊具
の改修などの予定はないが、将来的に入間川に
こにこテラスのリニューアルなどの際には、志
木市の事例も参考に検討したいと考えている。

録画配信の
２次元コード

◆入間川にこにこテラスをリニューアルし、さら
　なる進化を期待
①志木市にある『いろは親水公園』の大型複合
遊具は、入間川にこにこテラスの大型複合遊具
にも似ている。通常時には大型複合遊具として
稼働し、夏にはウォーターパークとして子ども
たちが直接水と触れあい楽しめる空間として遊
べるように、リニューアルされたようだが、市
の評価は。 
②志木市のウォーターパークは、暑い日が続く
夏場などに、大型複合遊具周辺を直接水に触れ
られる水深10cm～ 15cm程度の水遊び場とな
るよう整備している。また、落下時の衝撃吸収
のために、場内は砂ではなく足に優しいゴムチ
ップ舗装をしている。

子どもたちが楽しく水遊びできる魅力ある施設整備を要望
金子　広和（創造）

志
木
市
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク

録画配信の
２次元コード

◆浸透マスは地下水を適切に保ち、貯留タンク   
　は雨水の有効活用につながる
①設置目標に対する達成状況は。
②雨水貯留・浸透施設の設置拡大が進まない要因
や、設置拡大に向けた課題の認識は。
都市建設部長 ①浸透マスは651基の目標に対し
て614基設置(94.3％)となっている。貯留タンクは
428基の目標に対して323基設置(75.5％)となっ
ている。
②住宅の事情により設置場所の確保が難しいこ
となどの理由から、設置拡大が進まないと認識
している。

◆浸透マス・貯留タンクの設置拡大に向けて！！
　設置拡大に向けた具体的な取り組み及び検討
状況は。
都市建設部長 事業者の来庁時や防災講座及び
防災訓練の機会を捉え、関係課と連携しＰＲを
行うとともに、ホームページや広報紙に補助内
容を掲載し周知を図っている。今後は設置拡大
に向け、浸透マスや貯留タンクの設置効果が見
えるように展示を工夫する。

雨水を浸透または貯留することで、やさしい水循環を！！
内藤　光雄（新政みらい）

貯留タンクで雨水の有効活用を！　  の進捗と第９期計画の策定について

▼ 第８期狭山市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
その他のテーマ


